
人の心のありかたや関わりが大切であると感じる昨今…心そのものを見つめる講
話や日常に密着した話題から心について探る講話などを学ぶ講座です。

【日程・講座内容】 ※いずれも午後２時～午後３時３０分

●12月3日(日) 「不安と共に生きる-不安の意味とセルフケア」
グリーフケア研究所特任教授 大村 哲夫 さん

●12月16日(土) 「亡き人を大切に想う-故人に対する心理と倫理」
実践宗教学研究科死生学専攻教授 佐藤 啓介さん

●1月21日(日) 「ユダヤ人と安息日～人類最古の労働基準法」
基盤教育センター講師 久保 文彦 さん

●1月28日(日) 「やさしさ革命」
神学部神学科講師 増田 健 さん

【会場・定員・受講料】※住所制限なし
足利市生涯学習センター101号室
先着50名・1,000円（４回分、受講会場にてお支払い）

◆市民大学あしかが学校 必修講座 ◆とちぎ県民カレッジ講座
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【問い合わせ・申し込み】
足利市教育委員会事務局 生涯学習課

足利市相生町1-1（足利市生涯学習センター内）
TEL：0284-43-1311

E-mail：syougai@city.ashikaga.lg.jp

【申込み】
11月6(月)からオンライン申請システムまたは電話で申し込み



申し込み、問い合わせ

●12月16日(土) 「亡き人を大切に想う-故人に対する心理と倫理-」
実践宗教学研究科死生学専攻教授 佐藤 啓介 先生

亡き人を大切に思う場合と故人にとらわれず生きる場合のどちらが心の平穏をも
たらすのでしょう？また、故人を忘れたくないという理由で、例えば、故人をAIで再現
してもいいのでしょうか？そうした故人をめぐる心理と倫理を考えます。

●1月21日(日) 「ユダヤ人と安息日～人類最古の労働基準法」
基盤教育センター講師 久保 文彦 先生

日本の労働基準法は、週一日仕事を休む権利を働く人に認めています。人類史上、
この考えに初めて到達したのは古代のユダヤ人です。彼らが発明した「安息日」の
制度を旧約聖書から学び、現代の私たちにとっての休日の意義を考えます。

●1月28日(日) 「やさしさ革命」
神学部神学科講師 増田 健 氏

「世界を変えるのは暴力ではなく、やさしさです。そしてイエスこそ『やさしさの革命
家』なのです」と教皇フランシスコは説きます。どうすれば私たちも「やさしさ」が持
つ力強さを信じて、世界を変える「革命家」になれるでしょうか。

● １２月３日(日) 「不安と共に生きる-不安の意味とセルフケア」
グリーフケア研究所特任教授 大村 哲夫先生

私たち人間は、将来のことや、やがて訪れる死を心配し不安になることがあります。
「不安」とはいったい何なのでしょうか？今回は不安の意味を考え、不安と共に生き
る道を探ります。
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